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活動日記毎日更新中！
〈地域での主な役職〉
・滋賀県体操協会 会長
・草津市スポーツ協会 会長
・滋賀県柔道整復師会 顧問
・草津市バレーボール協会 会長

・社会医療法人「誠光会」 理事
・滋賀県生活衛生協会 顧問
・滋賀県トラック協会 顧問
・滋賀県電気工事工業組合 顧問
・滋賀ビルメンテナンス協会 顧問
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元気が
一番！

戦後80年、平和への思いを未来へ繋ぐ！戦後80年、平和への思いを未来へ繋ぐ！

滋賀県議会6月定例会議にて下記項目について質問を行いましたので、一部抜粋・要約してご報告させていただきます。〈令和7年6月19日一般質問より〉

県内における角膜移植の体制整備について米価格の高騰について

　本年、私たちは戦後80年という節目の年を迎えました。
　あの未曾有の戦禍から立ち上がり、日本は幾多の困難を乗り越え、平和と繁栄を築いてま
いりました。私たちが今、安心して暮らせるこの日常は、戦争を経験し、命をつないできた多く
の方々の犠牲と努力の上に成り立っています。
　80年という歳月は、記憶が風化するには十分な時間かもしれません。しかし、私たちにはそ
の記憶を次の世代へと語り継ぎ、二度と同じ過ちを繰り返さないという決意を新たにする責
任があります。今一度、戦後の歩みを振り返り、平和の尊さに思いを馳せながら、未来を担う
世代とともに、持続可能な社会と世界の平和に向けて歩んでまいりましょう。

＜健康医療福祉部長の回答＞
　現在、滋賀県眼科医会の方となぜ動いていないのかということをこまめにや
り取りしてもらっています。その中では、角膜移植の専門性の関係、技術の習得
に一定の期間がかかるということ、県内の病院や眼科医の方で実際に経験をさ
れている方がすごく少ないということですので、眼科医会の方で前向きに色ん
なことをどうしたらできるか、病院協会がどうしたら動くのかということをやって
もらっていますので、少し時間はかかるかも分かりませんが、県としても財団と
一緒に、一歩でも前に進めたいと考えています。

現在、滋賀県眼科医会、滋賀県健康づくり財団、県の三者で連携し、
角膜移植の体制維持について議論を始めているということですが、

どうしたら滋賀県で角膜移植が進むのか健康医療福祉部長に伺います。

＜知事の回答＞
　大会があるからすぐにできることではないのかもしれません。ただ、現に角
膜移植を待っていらっしゃる方々や、また眼球を提供してもいいよという善意を
お持ちの方、現にそういった方が出てこられた時にどういう体制を整えるべき
なのかという議論を始めているところです。症例が少ないことに体制を整える
程医療機関の財源や人が十分かというと、中々難しい状況ですので、例えば、県
だけで整えるのか、少し広げて広域連合の協力など、広域で体制を整えるのか
ということも含めて、議論を始めているところですので、必要な方に必要な医療
が提供できるような体制整備に向けて我々も努力していきたいと思います。

来年度NPO法人日本アイバンク運動推進協議会の全国大会が滋
賀県で開催されます。患者の方を失望させないためにも、また眼球

提供の意思表示をされた方々の崇高な意思を無にしないためにも、県が
アイバンク事業の再構築について主導的に取り組んでいく必要があると
思いますが、知事の所見を伺います。

角膜は透明な膜で視力に重要な役割を果たしますが、病気やけがで
濁ると視力が低下します。角膜移植は視力回復に有効で成功率も高
く、全国で約2,000人が提供を待っています。滋賀県でもアイバンク
事業が行われてきましたが、近年は医療体制の変化により継続が困
難となっています。

＜農政水産部長の回答＞
　小泉農林水産大臣の就任前は、備蓄米は競争入札で全農など
に売却され、店頭では5kgあたり約3,500円で販売されていまし
た。就任後は、5kgあたり約2,000円を目安に、随意契約で小売業
者へ直接売却されるようになりました。これにより、令和7年5月19日の週から3
週連続で銘柄米の価格が下落し、米価の高騰を抑える効果があったと国は見て
います。今後の影響についても、引き続き価格動向を注視してまいります。

備蓄米放出の米価格への影響について、小泉農林水産大臣の就任
前と後の違いをどのように分析されているのか伺います。

＜知事の回答＞
　米を取り巻く環境や施策は国の影響が大きいものの、近江米の振興につい
ても見直しと取組が必要と認識しています。現在策定中の「滋賀県農業・水産業
基本計画」では、所得向上に向けた生産力の確保やブランド力強化、販路拡大
などを中長期的に検討中です。また、私が会長を務める近江米振興協会では、
高温耐性品種の導入や特色ある米づくりを盛り込んだ「近江米生産・流通ビジ
ョン」を年度末に策定予定です。関係機関と連携し、近江米の安定生産と流通に
全力で取り組みます。

今回の“令和の米騒動”とも言える事案は、消費者、食の安全保障、
生産者・農地保有者、流通など、あらゆる視点から農政の在り方を根

本的に見直す契機となったと考えます。今後は、生産者・JA・流通・消費者
が「三方よし」となる新たな米政策を真剣に検討すべきです。ブランド化も
含めた中長期的なビジョンについて、知事の考えを伺います。

今年に入り米価高騰が深刻化し、県民生活にも影響が出ています。
5月に就任した小泉農林水産大臣は備蓄米を放出しましたが、5月
25日時点で売渡分31万トンのうち流通先に届いたのは約6万トン
にとどまります。県も流通調査を進めるとしていますが、影響の大
きさを考えると対応が遅く感じられます。調査は進めつつ、県として
も現時点での情報をもとに早急な対策を講じる必要があります。

下記追悼式に参列し、戦没者への追悼と平和への
願いを胸に、黙祷を捧げたいと思います。

8/15 全国戦没者追悼慰霊祭（滋賀縣護國神社）

8/30 平和祈念滋賀県戦没者追悼式（滋賀県立文化産業交流会館）

戦没者追悼式に参列いたします

＜知事の回答＞
　米の需給見通しが不透明な中、本県が産地として安定供給し、環境への配慮
やおいしさを発信し信頼を築くことが重要です。特に「琵琶湖システム」の柱であ
る環境こだわり農業による「きらみずき」や魚のゆりかご水田米など、特色ある米
の魅力を、生産者の思いや苦労とともに伝えたいと考えています。夏には首都圏
や京阪神の小売事業者を招いた産地ツアー、秋には県内外の量販店で近江米
PRイベントを予定し、多くの方に近江米を選んでいただけるよう取り組みます。

ブランド米でも急な価格上昇は買い控えを招き、消費者にも生産者
にも不利益です。戦略的な対応が必要と考えますが、今年の収穫後

の県産米の流通・販売戦略について、知事の見解を伺います。




